


4.名 所図会に描かれた花見の名所

ここではどのような場所でどのようにして花見が行

われてきたかを江戸時代に多数発行された名所図会の

挿絵をテクストとして分析した。京都では27枚 の挿絵、

17箇所の名所、江戸では74枚 の挿絵、39箇所の名所

が抽出された。二つの対象地で抽出された挿絵 101枚

と 56箇 所の名所を元に描かれている景物を中心に列

挙し、データベースを作成し分析した。

表 1では抽出した景物のうち視点場に関するものを

「眺望の良さを高める」「休憩に用いる」「花見を演出

する」の3つ のタイプに分類できた。

眺望のよさを高める工夫として、さらに展望台や櫓や

家のように高い位置にあることで俯角景を演出するも

の、橋などの本来いけない場所に眺望点を作ることで

ビスタ景などの優れた景観を演出するもの、船などの

シークエンス景観を作り出すものの3つ に、分類する

ことができた。

人が休憩するため設置されたものとして、越し掛け

台、敷物、露店を抽出した。これらは主にリラクゼー

ションを演出する道具であった。

視点場の雰囲気を演出するものとして幕、かがり火

を抽出した。花本しでもお馴染みの幕は、空間をしきり、

閉ざされた空間にすることで雰囲気を高めていたと考

えられる。

図 1で は特に多くの図会に描かれていた名所を代表

的名所とし、明治時代の地形図でそれらを考察し、タ

イプ分けを行った。

江戸の代表的名所は江戸後期に成立したものが多く、

関東平野のゆるやかだが起伏の激しい地形を利用し丘

陵地の上部に占地したものが多くみられた。

京都の代表的名所はすべて奈良時代～江戸初期に成

立した名所で、江戸初期以前はおもに王侯貴族などに

より楽しまれた名所であった。盆地の地形を利用し東

山、嵐山を中心とした山裾寺院に花見の名所が多く見

られた。
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5.解ぐ'bりに

本研究より得られた知見は以下のとおりである。

① 図絵において視点場に見られる工夫を 「眺望の良さ

を高めるタイプ」「休憩に用いるタイプ」「花見を演

出するタイプ」の3つのタイプに分類した。

② 二十一代集の歌において歌に詠まれている地形要

素・地名から平安れ室町時代において桜はおもに山麓

に占地していることが読み取れた。

二十一代集の和歌において最も多く詠まれていた景

物は気象要素であった。気象と桜には相関関係が見

られ、桜が例えられているものとして 「雲、雪」、桜

を散らす要因として 「風、嵐、雨ど、桜に演出効果を

与えるものとして 「霞、波、朝日、曙」が分類され

た。

名所図絵における代表的名所の地形を丘陵端部型 ・

桜堤型 ,盛 り場型 ・端山型 ・水面囲続型 ・山裾寺院

型の6つ に分類し江戸の主な花見の名所は丘陵端部、

京都の主な花見の名所は山裾寺院に占地しているこ

とを示した。
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